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非定型ペスチウイルス（APPV）はフラビウイ

ルス科ペスチウイルス属のエンベロープを有す

るプラス鎖の一本鎖 RNAウイルスである１)。APPV

は平成 27年にアメリカで最初に発見されたウイ

ルス２）で、その後先天性振戦（CT）を発症した

哺乳豚から検出され、感染試験において病原性

が再現されたことから、いわゆるダンス病の一

因とされている３）。ダンス病は大正 11年に最初

の報告例があり２）、主に初産豚産子で発生する３）。

CT発生農場の哺乳期事故率は 20％以上との報告

もあり５）、発生時には経済的に大きな被害が予

想される。CT 発症豚では脊髄等の髄鞘低形成等

が認められる８）。APPVは北米、南米、ヨーロッ

パ及びアジア等世界で広く浸潤が確認されてい

る５、７-９、10-13）。APPV は健康な成豚 14）や野生い

のしし 16）からも検出されている。健康な豚での

APPV 遺伝子陽性率は、アメリカやドイツで 2.4

～22％、ヨーロッパで 2.3～17.5％、中国で５～

11％との調査報告がある４、11、14、15）。国内でも、

熊本県、佐賀県、福島県において CTを呈した哺

乳豚から APPV 遺伝子が検出されている 17-19）。

長崎県内では平成 18 年～平成 20 年に２事例が

ダンス病と診断されているが、その後の発生報

告はない。しかし、無症状豚の存在や隣県で検

出された事例を考えると長崎県に浸潤している

可能性は十分に考えられる。そこで今回県内に

おける浸潤状況調査を実施した。 

１ 材料及び方法 

平成 30年 12月から令和元年 12月の間に病性

鑑定を実施した県内 23 農場の死亡豚 99 頭の主

要臓器等の 303 検体、死亡野生いのしし６頭の

主要臓器等の 18検体の 10％乳剤、ステージ別検

査等で採材した 19 農場 534 頭のプール血清 109

検体について APPV-NS3 領域の RT-PCR を実施し

た。また、検出された PCR 産物については、遺

伝子解析を行った。 

２ 成績 

 APPV 遺伝子検査の結果、３農場（A～C）５事

例で APPV遺伝子が検出された。 

（１）全体の成績 

 C 農場の 60 日齢プール血清、C 農場の 120 日

齢死亡豚、A農場の 129日齢病性鑑定豚、B農場

の 150 日齢プール血清及び 167 日齢病性鑑定豚

で APPV遺伝子が検出された。一方、哺乳豚や野

生いのししでは APPV遺伝子は検出されなかった

（表－１）。なお、APPV 遺伝子陽性率について

は、いのししを含めた病性鑑定豚は 2.9％、プー

ル血清は 1.8％であった。 

 

（２）APPV陽性農場毎の成績 

①A農場（130頭規模の肥育農場）の成績 

平成 30 年 12 月に神経症状を呈した 129 日齢

の病性鑑定豚１頭の中枢神経組織（大脳、小脳、

脊髄）及び主要臓器（心臓、肺、肝臓、脾臓、
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腎臓、扁桃）全９検体から APPV遺伝子が検出さ

れた。検出された APPVはイタリアで検出された

株（IT-SW-2017-341729 株）と 97％の相同性を

示した。なお、当該豚は全身臓器から連鎖球菌

が分離されたため、豚レンサ球菌症と診断され

た。一方、令和元年 12 月に採材した肥育豚 130

日齢 30 頭のプール血清６検体からは APPV 遺伝

子は検出されなかった。 

②B農場（母豚 250頭規模の一貫経営）の成績 

平成 31年４月採材分ステージ別検査用血清６

検体、平成 30年 12月～令和元年 11月の病性鑑

定豚 12 頭について遺伝子検査を実施した結果、

150日齢のプール血清と167日齢病性鑑定豚の腎

臓及び脾臓から APPV遺伝子が検出された。プー

ル血清と病性鑑定豚から検出された遺伝子は

100％一致し、アメリカで検出された株

（20130103株）と 99％の相同性を示した。なお、

APPV 遺伝子が検出された豚は胃潰瘍による出血

死と診断され、APPV 遺伝子が検出されなかった

病性鑑定豚 11 頭の日齢は 31～174、診断名は表

－２のとおりであった。 

 

③C農場（母豚 120頭規模の一貫経営）の成績 

令和元年 11月採材分ステージ別血清６検体と

同時期の 120 日齢病性鑑定豚２頭について遺伝

子検査を実施した結果、60 日齢のプール血清と

病性鑑定豚１頭の脾臓から APPV遺伝子が検出さ

れた。プール血清と病性鑑定豚から検出された

遺伝子は 100％一致し、B農場とは異なるアメリ

カで検出された株（20120705 株）と 95％の相同

性を示した。なお、APPV が検出された病性鑑定

豚は気腫疽、検出されなかった豚の診断名は不

明であった。 

３ まとめ及び考察 

APPV浸潤調査の結果、３農場で APPV遺伝子が

検出された。A～C農場の検体数、遺伝子陽性検

体、検出された APPVの相同性が最も高い株は表

－３のとおりであった。 

 

また、A～C農場で確認された APPV遺伝子の相

同性は 88.8～92.8％であった。このことから、

それぞれの農場で検出された株は異なる系統株

と推察された。 

 APPV 遺伝子の検出された３症例の病性鑑定豚

の概要は表－４のとおりであった。 

 

３症例ともダンス病の発症が多いとされる初

産豚産子かどうかは不明であった。また、病理

所見は１症例しか確認されておらず、その症例

については CT発症豚で認められる脱髄等の所見

は認められなかった。さらに、病理所見以外の

項目について共通所見は認められなかった。 

次に APPV遺伝子が検出された時期や日齢を時

系列に図示した（図－１）。 
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A 農場では平成 30 年 12 月の１回のみ APPV が

検出されたため、一時的な感染と思われた。B農

場では、４月に 150日プール血清で、７月に 167

日齢の病性鑑定豚で APPVが検出され、異なる時

期での同じステージにおいて感染が認めた。こ

のことから、B 農場では一部豚舎で APPV が残存

している可能性が考えられた。C農場では、2019

年 11月に 60 日プール血清、120日齢の病性鑑定

豚で APPVが検出され、同時期での異なるステー

ジにおいて感染が認められた。このことから、C

農場では APPV感染が拡大している可能性が考え

られた。 

さらに、APPV の生産性に関する影響を調べる

ために、一貫農場である B、C 農場の繁殖成績を

調査した。B、C 農場の繁殖成績はともに長崎県

平均値と同等かそれを上回る成績であり、哺乳

期の高い事故率は認められなかった（表－５）。 

 

 

また、APPV の侵入経路を調べるために、A～C

農場の疫学情報を調査したところ、B、C 農場の

飼料会社、獣医師は共通であったが、出荷先、

導入元については共通しておらず、侵入経路に

ついては不明であった。 

 今回の調査では、県内にも異なる系統の APPV

が複数侵入していることが明らかとなった。 

また、120日以降の病性鑑定豚や無症状の豚か

らも APPVが検出され、APPV陽性率は病性鑑定豚

で 2.8％、無症状のプール血清で 1.8％であり、

欧米や中国の健康豚での陽性率と比較すると低

い値であった。この一方で、哺乳豚や野生いの

ししでの感染が確認されなかった。しかし、今

回の調査では、APPV の病態や侵入経路は不明で

しあった。今後は、APPV 遺伝子が検出された農

家の継続調査を実施するとともに、哺乳期事故

率の高い農場を選定して調査を行い、APPV の病

態や侵入経路を明らかにしていきたい。 
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